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空間線量率測定と生活パターンに基づく被ばく線量評価モデルの精度検証を目的とし、2019年および 2020

年に取得した空間線量率データ、生活パターンデータ、および個人線量計の測定データを用い、モデル推計

値と個人線量を比較した。モデル推計値と個人線量は有意な相関を示した。誤差の要因として各モデルパラ

メータ（空間線量率、低減係数、バックグラウンド空間線量率、実効線量換算係数）および個人線量計測定

値の不確実性を検証した。 

キーワード：福島第一原子力発電所事故，外部被ばく，実効線量，個人線量，生活パターン 

 

1. 緒言 

福島第一原子力発電所事故から 10年経過した現在、地面に沈着した放射性核種からの外部被ばくが主要な

被ばく経路となっている[1]。2013年には、原子力規制委員会により、個人が受ける被ばく線量に着目するこ

との重要性が示された。個人が受ける被ばく線量の測定には、一般的に個人線量計が用いられるが、帰還前

の測定ができないことや、個人線量計を常時着用することが負担になるなど、適用が難しい場合もある。そ

こで空間線量率と生活パターンを元に個人の被ばく線量を推計するモデルが開発された[2]。本研究では、モ

デルによる被ばく線量の推計値と個人線量を比較することによりモデルの精度検証を行い、併せて被ばく線

量評価に寄与するパラメータの検証を行った。 

2. 手法 

2019年および 2020年に、事故の影響を受けた福島県浜通りに居住・就労する方の生活パターンデータ（ス

マートフォンアプリケーションで得られた位置および時刻情報と手書きの行動記録）と個人線量計（D-シャ

トル、株式会社千代田テクノル、東京）データを同時に取得し、モデル推計値と個人線量計の測定値を比較

した。モデルによる被ばく線量の推計にあたっては、まず滞在場所の屋外空間線量率を空間線量率マップ[3]

と位置情報から求めた。屋内の空間線量率については、屋外の空間線量率を低減係数と天然核種によるバッ

クグラウンド空間線量率により補正して求めた。さらに滞在時間を掛けて積算空間線量を算出し、これに実

効線量換算係数を乗じて被ばく線量を推計した。 

3. 結果と考察 

モデル推計値と個人線量計の測定値は有意な相関を示した。誤差の要因としては、空間線量率、低減係数、

個人線量計測定値の不確実性が大きく影響している一方、バックグラウンド空間線量率や実効線量換算係数

の影響は限定的であった。以上の結果は、本モデルが福島における外部被ばく線量の推計のみならず、原子

力施設の事故時における公衆の放射線防護にも資することが可能であることを示している。 
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